
















要約 

食品アレルギーは、食事が原因となって現われる症状(食物による異常反応:Adverse 

reaction to food)のうち免疫学的機序が明らかなものをいう。したがって微量な食品抗

原に対しても反応がみられるのが特長であり、該当食品を除去する時も、他の異常反応に

対する配慮と異なった細やかな対応が必要となる。それだけに食品アレルギーの診断基準

が重要となる。 

また本来まったく異なった基準で診断される食品アレルギーとアトピー性皮膚炎の問題も、

年令症状などの共通な点あるなか、マスコミの情報なども加わって、社会的に大変混乱し

ている。実際にアトピー性皮膚炎の乳幼児に、食品アレルギーの症状をみる例が多いが、

食品アレルギーの症状が軽快しても、湿疹様の病変が尚見られることが大部分であり、'

食品アレルギーが、湿疹病変の悪化の要因になることは事実である。 

今回は種々混乱がある中で、誰でも診断に迷うことのない卵白アレルギーの症例(24 例)を

追跡調査することにより、食品アレルギーに対する除去食療法について検討し、幾つかの

提案を試みた。 


